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①〈部落〉差別という差別意識が〈部落〉を実体化
させる。そして、〈部落〉像が〈部落〉と〈部落外〉
の関係性を生み出す（カテゴリーとしての関係
性）。
②差別意識に着目することによって、不明瞭な〈部
落〉像が「部落差別を受ける者」を生み出すこと、
そして〈部落〉差別が不合理で不条理な差別で
あることを指摘することができます。後者の点
については、後に〈部落〉像の成立過程につい
て説明するときに再度詳しく触れます。
③社会意識としての差別意識（〈部落〉像）は、身
体化された表象として各人の無意識の湖に沈殿
しています。
④社会意識に着目することによって、社会規範と差
別との関係を課題として浮かび上がらせます。差
別が、身体、言語、意識、慣行、制度に、構造
的に内在しているものとして考えることができ
ます。「テーゼ 1」の課題でもあります。
⑤〈部落〉ということばを「虚の世界」として位置
づけ、意味の場に据えることによって、多様な
意味づけを可能とすると考えます。そして多様
な生き方を包含する活動へと展開、またはそれ
らの活動を含めることが可能になると思います。
⑥「部落差別を受ける者」にはどんな人々が含まれ
るのか、そして「人として」の生き方や生活、歴
史、そして人と人との関係の仕方など、個人、集
団、地域、など、様々なレベルで引き上げてい
くことが可能となります。
今回の講話録は、息子の問題提起と問いの意味を
考え、〈部落〉を関係概念で捉えることの意義につ
いて話してきました。私は息子の問いかけ、『〈障害〉
という「視角」ではなく、それぞれの人が「人間」
として生きている「生の現実」から考える』、「生き
ているってどういうこと」、これらのことばが、「人
と人との関係」を考える基本的な視点になるのでは
ないかと思っています。
〈障害〉の問題、〈部落〉の問題、どちらにおいて
も、関係概念を展開するためには、〈健常〉、〈部落外〉
という、外的時間を生きている「普通」と思われて
いる世界の在り様を問う必要があると考えます。な
ぜなら、「外的時間」の世界が、日常の常識や規範
を作り上げています。そこに内在している差別が、
〈障害〉、〈部落〉の側にいると感じている人に、矛
盾し複合的な「内的時間」にもとづいて生きること
を強いるところがあるからです。しかし、未来に向
いて生きる私たちは、それとは別の私の生を現在と
して生き直すことにもなります。ここには、不思議
な世界や他者との出会いの体験があります。そこで
の関係は、相互の感覚を通した主体的関係、「行為
し感覚しながら生きている生命活動」（木村敏『生
命のかたち／かたちの生命』青土社 1992）に視点
を置くことが大切な気がします。
息子は、脳損傷で重度の〈障害〉をもつ生活介護
施設に通所しています。私も、時々出かけて簡単な
手伝いをします。そこでは、いつも人間のもつ力と
躍動を感じています。今年の新年会でカラオケに皆
で行った時、車椅子で普段あまり表情とことばので
ない人が、カラオケの音楽を通して必死に声を出し
て歌を歌い、顔の表情が何と言い表してよいかわか
らない、不思議な楽しそうな顔をしていました。私
は、「生命活動」の響きを感じたと思いました。そ
して、私を含め、そこにいた人びとの驚きと感動を
呼び起こしました。
次回は、差別意識の捉え方、そして同和対策事業
の課題について話したいと思います。この「講話録」
は、指定研究「〈日本近代化と部落問題〉を再考する」
で行った講話をもとに、加筆、修正して原稿にして
います。執筆にあたって、三浦耕吉郎社会学部教授
のアドヴァイスをいただいていることを付記して
おきます。また、息子の〈障害〉の問題について、
日野玲子さんにも意見をいただきました。
〈部落〉と〈部落外〉の関係の意味を問う　～「関係概念」で捉えるとは～	―	日野謙一講話録（2）―
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